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【序論】 

 大学生は他の世代に比べ，比較的健康な年齢層であるが，同時に最もストレスの多い時期の一つであ

るともされる。過度の精神的ストレスは大学生の生活の質や心身の健康を大きく左右する可能性があり

(Greenberg, 2010），大学進学に伴う環境の変化や生活時間の変化などが起因として，彼らにメンタルヘ

ルスの問題が指摘されている(西河・坂本，2005）。 

 1979年人口抑制のために一人っ子政策を開始した中国は，子どもの時から自分のことばかり考え，他

人のことを考えない大人になってしまうことを彼ら自身が危惧している(佐藤，2006）。そして，大学生

がストレスと上手に付き合う方法を身につけることができないまま，様々なストレスにあふれる現代社

会で大人になる場合，その影響は本人の健康はもちろん，他人にも影響し，さらに社会全般に及ぶこと

になる。中国の大学では一部の通学生を除いて，ほとんどは寮で共同生活が始めるため，生活習慣や環

境条件などに大きな変化が生じる，その過程でストレスを抱え心身の健康が相違され場合もあるのでは

ないと考えられる。このように，ストレスによる大学生など若者の健康被害が社会問題化して中で，慣

れ親しんだ家庭から離れ，寮での共同生活は若者にとって大変なストレスを増やす可能性があるだろう。  

【方法】 

研究目的：環境条件や生活習慣が異なるため，中国北部地域と南部地域の大学で調査を行い。学生を

取り巻く社会環境，学校環境においてストレッサーとなること，あるいは，ストレッサーに対応する仕

方やストレスに関する捉え方は性別，専攻，地域，出身地，きょうだいの有無によって違いがあること

が推測される。本研究では，自由記述で中国の大学生が日常生活においてはストレッサーと，それへの

対処であるストレスコーピングについて，学生の性別，地域，専攻，出身地，きょうだいの有無による

ストレスのあり方の特性を比較検討し，中国の大学生のストレス現状を明らかにすること目的とする。 

対象者：中国の大学に在籍する黒竜江省牡丹江師範学院(以下黒北部とする）313名，広東省広州石油

化工学院(以下広南部とする）102名，年齢19.76±1.06歳計415名大学生を対象とする。 

分析方法：大学生が日常生活で感じるストレッサーと，それをストレッサーであると感じる理由及び

ストレスコーピングに関する質問項目で構成された質問紙を用い，自由記述による回答が求めた。おお

むね共通のカテゴリーに囲いて，内容分析し，まとめた。すなわち，性別，地域，専攻，出身地，きょ

うだいの有無，居住状態により，ストレスの原因や対処法について，詳細に検討し，それぞれの連関性

を見るためにχ2検定を行った。 

【結果】 

ストレッサー要因のカテゴリー分類結果： 

有意な差が認められたのは，学業ストレッサー要因：性別，きょうだいの有無；人間関係ストレッサ

ー要因：性別，地域，専攻，出身地，きょうだいの有無；就職ストレッサー要因：性別，専攻，出身地，

きょうだいの有無；生活ストレッサー要因：性別，地域，専攻，出身地；経済ストレッサー要因：性別，

出身地；家族ストレッサー要因：地域，出身地，きょうだいの有無；その他ストレッサー要因：性別，地

域，専攻，きょうだいの有無。 

 コーピングのカテゴリー分類結果：  

 有意な差が認められたのは，学業コーピング：性別，地域，専攻；人間関係コーピング，性別，地域，

専攻，出身地；就職コーピング：性別，専攻，出身地，居住状態；生活コーピング，性別，専攻，居住

状態；経済コーピング：性別，専攻；家族コーピング，地域；その他コーピング，地域，きょうだいの

有無。 
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【考察】 

 ７つのストレッサー要因の内容についてみると，『試験心配』，『職業選択困惑』，『生活費不足』，『両親

葛藤』，『自己容姿』ストレッサーで，全体の 40％以上の者のストレッサーであるとして記載していた。

このことは現代の中国の多くの大学生にとって勉学の心配さ，進路の不安，家族の不和，劣等感が大き

なストレスを引き起こす要因であることが明らかになった。経済面による生活費の足りない学生が多く，

経済的基盤は，大学生活を維持する上で絶対的不可欠なものであり，その基盤が乏しいことは大学生に

とって多くのストレスをもたらすことは容易に想像できる。実家から寮生活の寮を始める大学生は，生

活環境の変化に適応していく必要がある。学校でも寮に規則違反することを偏重し，内面的に人間関係

の葛藤などことを重視してなくこともストレッサーになることと推察される。 

 ストレスコーピングについて，最も頻度が多いのは『問題解決』，『回避・放棄』，『他者変化要求』，『サ

ポート希求』であった。本研究では『サポート希求』は男性が女性より使用頻度が高く先行研究と一致

してなかった。社会役割の視点として男性はサポートを求めないことが「男性っぽい」という特性がつ

けられてきたが，現代の中国の男子大学生にとって，ストレスの解決やストレッサーによる心理的不安

状態からの回復のため，自信を高めてくれる周りからの援助を求めることに抵抗がかくなってきた可能

性が考えられる。本研究では，中国の大学生において『他者変化要求』や『回避・放棄』コーピングの

使用頻度が高いことが示されたが，『他者変化要求』や『回避・放棄』のコーピングの実行頻度とストレ

ス反応との関連性については検討しておらず，今後検討する必要がある。 
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